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観光地域づくり法人形成･確立計画 

 

記入日：令和 4 年 8 月 31 日 

１. 観光地域づくり法人の組織 

 

申請区分 

※該当するものを〇

で囲むこと 

広域連携ＤＭＯ･地域連携ＤＭＯ･地域ＤＭＯ 

観光地域づくり法人

の名称 

一般社団法人南信州まつかわ観光まちづくりセンター 

マーケティング･マネ

ジメント対象とする

区域 

区域を構成する地方公共団体名 

松川町 

所在地 長野県松川町 

設立時期 平成 30 年 4 月 2 日 

職員数 13 人【常勤 13人（正職員（フルタイム）10 人・パート職員 3人】 

代表者（トップ人

材：法人の取組につ

いて対外的に最終的

に責任を負う者） 

※必ず記入すること 

代表理事 

（氏名） 

北沢 公彦 

（出身組織名） 

・信州松川くだもの観

光協会 

・フルーツガーデン北

沢代表 

フルーツガーデン北沢（農業、体験農園、シード

ル醸造所）フルーツガーデン北沢 南信州・松川

町 (fgkita.com)を経営するとともに、信州松川く

だもの観光協会（54 農園で構成）の中心人材とし

て新たな収穫体験プログラムを積極的に推進して

いる。また、南信州まつかわりんごワイン・シー

ドル振興会の発起人（前代表）としてシードル特

区認定に深く関わり、自らサイダリーを整備し、

マルカメ醸造所を経営するなど、民間における新

たな滞在交流コンテンツを推進するリーダーであ

る。 

 

データ収集・分析等

の専門人材（ＣＭ

Ｏ：チーフ・マーケ

ティング・オフィサ

ー 

※必ず記入すること 

（氏名） 

柳原 猛「専従」 

民間シンクタンクで長年勤務。各種データの分析

や ITに関し高い知見と能力を持つ。地域おこし協

力隊（３年間）として当法人設立準備事業全般に

深く関わり、現在は、旅の案内所にて、広報マー

ケティング、地域限定旅行業等を担う。 

 

財務責任者 

（ＣＦＯ：チーフ・

フィナンシャル・オ

フィサー） 

※必ず記入すること 

専務理事 

（氏名） 

片桐 雅彦「専従」 

松川町役場に長年勤務し、財政、公営企業会計、

産業観光等の経験を持つ。松川町産業観光課長と

して観光振興施策と当法人設立に取組み、観光地

域づくり事業者との関係性を持つ。当法人設立に

際し、町職員を退職し専従として専務理事兼事務

局長を担う。 

 

滞在交流プログラム

部門の責任者（専門

人材） 

（氏名） 

北原 太志郎「専従」 

日本赤十字社での資金調達事業や青少年育成事

業、地域活性のコンサルでのまちづくり事業を経

験し、30歳で Uターン。飯田市職員として、観光

都市交流事業に関わる。7年間の市役所勤務後に独
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※各部門責任者のう

ち専従の者について

は、氏名の右横に

「専従」と記入する

こと 

立。非営利団体 GOKIGEN Nippon を立ち上げ、構想

実現に向けて奮闘しつつ、DMO にて滞在交流型プロ

グラムの企画造成にも携わっている。 

 

連携する地方公共団

体の担当部署名及び

役割 

長野県観光部（情報提供、事業実施支援） 

長野県南信州地域振興局商工観光課（情報提供、事業実施支援） 

長野県企画振興部地域振興課（情報提供、人材確保支援） 

松川町産業観光課（情報提供、事業実施支援） 

 

連携する事業者名及

び役割 

松川町商工会（商工関係事業者との連携） 

松川町料飲組合（食事提供プログラム） 

ＪＡみなみ信州（特産品企画（ふるさと納税返礼品事業）） 

信州松川くだもの観光協会（収穫体験他滞在交流プログラム） 

南信州まつかわりんごワイン・シードル振興会（シードルツーリズム） 

町営温泉宿泊施設清流苑（森林セラピー、天然温泉宿泊施設） 

アウトドア広場梅松苑（松茸狩り、コテージ、キャンプ場） 

フォレストアドベンチャー松川（自然体験プログラム） 

丸茂自動車有限会社（二次交通、シードルツーリズム） 

合同会社伊那谷サラウンド（教育旅行） 

株式会社南信州観光公社（農家民泊） 

ＮＰＯ法人国際りんごシードル振興会（シードルツーリズム） 

 

官民･産業間･地域間

との持続可能な連携

を図るための合意形

成の仕組み 

【該当する要件】 

① 取締役、理事など観光地域づくり法人の意思決定に関与できる立場で行政、

文化、スポーツ、農林漁業、交通等の幅広い分野の関係団体の代表者が参画

すること 

・理事会において、商工会（商工業）、ＪＡ（農業生産）、信州松川くだもの観

光協会（観光農業）、観光宿泊施設、６次産業関係（食品加工、シードル醸造

等）、料飲組合（飲食店）、体験プログラムガイド、行政の代表者等が参画し、

観光地域づくりに関する経営方針や事業計画等を決定し運営している。（月２

回程度開催） 

・観光地域づくり連絡会議（松川町産業観光課）を月１回開催し、官民協働の

体制を整備している。 

・分野別の連携及び合意形成機能として、観光宿泊施設、飲食店、観光農園、

体験プログラムガイド等との連絡会議（ワーキングチーム）を設置開催してい

る。 

・観光地域づくり関係団体に会員加入するほか、事業等に積極的に参画するこ

とにより関係性の構築を図り、関係団体との合意形成の実効性を担保してい

る。 

 

地域住民に対する観

光地域づくりに関す

る意識啓発・参画促

進の取組 

 

・法人設立に際し、住民参加型ワーキンググループとして“観光交流地域づ

くり戦略会議”を２２回開催し、滞在交流プログラム作りや地域ブランドの

確立に取り組む。１年６か月の準備期間を経て、検討委員会やワーキンググ

ループに参画いただいたメンバーより現在の理事が選出されている。 

・観光地域づくりをテーマとしたセミナーを開催や地元ケーブルテレビ放送

を活用して事業展開の広報を行っている。 

・地域住民自身が体験プログラムガイドとなる滞在交流プログラムの企画開

発を通じて観光地域づくりに関係する人口増を図っている。 
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・自主事業（宿泊施設、農園レストラン等）のワーカーとして参画していた

だく観光まちづくりワーカー制度を導入した。 

 

法人のこれまでの活

動実績 

 

 

（活動の概要） 

事業 実施概要 

事業 実施概要 

情報発信・

プロモーシ

ョン 

（２０１８年度） 

・『マーケティング：来訪者満足度調査』の実施を本格的に

開始（総回収数 860）し、松川町の観光課題の洗い出しに着

手した。 

（２０１９年度） 

・『広報プロモーション』ツール一元化事業として、松川町

の地域ブランドと統一性のある旅行商品の開発とコンセプト

の言語化に取り組み、コンセプトブックと観光ワンストップ

ＷＥＢサイトだんだん好きになる旅 まつかわ（松川町観光

サイト） (dansuki.jp)を構築した。 

（２０２０年度） 

・『新型コロナウイルス感染症対策』として観光関連事業者

支援広報、テイクアウトチラシキャンペーン【松川町】テイ

クアウト情報（2/21 更新） | だんだん好きになる旅 まつ

かわ（松川町観光サイト） (dansuki.jp)に取り組むととも

に、通信販売を通じたプロモーションを展開した。 

・ポストコロナを見据えてＷＥＢサイトの多言語化に取り組

んだ 

（２０２１年度） 

・『ウィズコロナ』におけるマイクロツーリズムの広報プロ

モーションを展開するとともに、ポストコロナに向けた体制

の整備を行った。 

 

受入環境の

整備 

（２０１８年度） 

・『観光ワンストップ窓口』の構築を目指し、専従スタッフ

を配置した旅の案内所を試行的に開設した。 

（２０１９年度） 

・観光ワンストップ窓口の本格運用開始に向け、『まつかわ

旅の案内所』を整備した。 

（２０２０年度） 

・『地域限定旅行業』登録を行い、着地型旅行商品の企画販

売を開始した。 

・『新型コロナウイルス感染症対策』新型コロナウイルス感

染症対策の取り組み | だんだん好きになる旅 まつかわ（松

川町観光サイト） (dansuki.jp)に取組み、ウィズコロナ、

ポストコロナ期における観光関連産業の受入体制の整備に取

り組んだ。 

（２０２１年度） 

・清流苑に関し、ポストコロナにおける持続可能な経営形態

への移行として公営企業会計移行（Ｒ４年４月１日移行）に

関する移行支援コーディネートを実施した。 
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観光資源の

磨き上げ 

（２０１８年度） 

・「観光宿泊施設リブランディング」着手し、旧青年自然の

家のあと利用として、地域ブランドを体感できる新たな宿泊

施設のカタチとしてグランピング型宿（ツリードーム南信州

まつかわ）及びアウトドア広場梅松苑のグランピング型テン

トの企画開発を行う。 

・地域ブランドである特産品を活用し、ふるさと納税を通じ

た松川町のファンづくりを展開するため、返礼品手配事業を

開始した。 

（２０１９年度） 

・地域住民がガイドとなり地域の宝を体感するプログラム

（だんだん好きになる旅だんだん好きになる旅プログラム | 

だんだん好きになる旅 まつかわ（松川町観光サイト） 

(dansuki.jp)）の企画造成を行った。 

・森林を健康増進や教育、観光などに活用するため、『森林

サービス産業』のシナジーを図るため森林セラピー基地を活

用した滞在プログラムの企画造成に着手した。 

（２０２０年度） 

・ウィズコロナにおける観光農業支援（団体旅行の減対策）

として、特産品企画販売事業を実施した。 

・新たな滞在交流コンテンツとしてのＥバイクの導入やシー

ドルツーリズムの構築に着手した。 

（２０２１年度） 

・『森林セラピーガイドプログラム』を軸とする 1泊 2日の

プラン（まつかわリトリートまつかわリトリート | だんだ

ん好きになる旅 まつかわ（松川町観光サイト） 

(dansuki.jp)）を開発し、販売を開始した。 

・教育旅行マーケットへの参入を図るため『学びの旅』コー

ディネーターを設置し、地域住民の方々（農業人、工業人

等）と協働したプランを販売開始した。 

 

 

（定量的な評価） 

令和３年度実績 

  ①滞在交流プログラム販売 

   受入人数：６７６名 

プログラム販売額：１,７６９千円 

②ツリードーム南信州まつかわ（グランピング型宿） 

延宿泊者数：５６１人 

宿泊販売額：９,１２９千円 

  ③特産品企画手配（ふるさと納税返礼品） 

    寄付受付額：２００,０３３千円 

    手配件数：１３,４４２件 

   業務委託料収入：２０,２６０千円 
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実施体制 

※地域の関係者との

連携体制及び地域に

おける合意形成の仕

組みが分かる図表等

を必ず記入すること

（別添可）。 

（実施体制の概要） 

法人設立準備に主体的に関わった者を軸として、観光地域づくりに関する

者等多様な関係者が参画する官民が密接に連携した運営を実施している。 

具体的には、松川町、商工会（商工業）、ＪＡ（農業生産）、信州松川くだ

もの観光協会（観光農業）、観光宿泊施設、６次産業関係（食品加工、シード

ル醸造等）、料飲組合（飲食店）、体験プログラムガイド等、による理事会や

連絡会議等による官民連携である。 

 

（実施体制図） 

 
 

 社員総会：年 1回の定時総会にて法人の定款に定めた事項（事業報告

など）についてに意思決定を行う。（通常年 1 回／6 月下旬） 

 理事会：法人の定款に定めた事項や観光まちづくりセンター（以下

「センター」）の経営事項の意思決定を行う。（3カ月に 1回以上） 

 監査：事業報告と会計報告による監査を行う。（四半期ごとに 1 回、

年度末 1 回） 

 三役会：理事会で検討するレベルではない事項について意思決定を行

う。 

 観光まちづくり連絡会議：行政（産業観光課）と DMO との情報共有や

協議をする場。（月 1 回） 

 専務理事／事務局長 ：センターの経営執行責任者、事務局の

責任者。 

 経営企画会議：センター全体の方向、組織および事業を実質的に計画

する。および、課題等を検討、解決する。（隔週火曜日） 

 スタッフ全体会議：センター全体やチームやスタッフの動きを共有す

る場。（月 1 回） 

 チーム会議：チーム内の情報共有や組織の決定事項について伝達し、

意見聴取をする場。（週 1回） 
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２. 観光地域づくり法人がマーケティング･マネジメントする区域  

 

【区域の範囲が分かる図表を挿入】 

 

【区域設定の考え方】 

地域ＤＭＯとして、松川町の１００年後にも遺したい地域ブランド（地域の宝）を体感できる滞在

交流型の観光を推進し、地域住民や地場産業等多様な関係者との連携により地域経済の振興を図り、

以って、持続可能な地域づくりを目指すため、松川町全体を区域設定する。 

 滞在型の旅の提供については、地域連携ＤＭＯ及び近隣地域ＤＭＯとの連携を図りつつも、先ずは

自らが主体的に地域限定旅行業として着地型旅行商品の企画開発に取り組むことを第一としたい。 

 

【観光客の実態等】 

松川町及び南信州エリアは、これまで観光地たる観光地ではないものの、東海方面を中心とした日

帰り旅行中心の圏域であった。また、新型コロナウイルス感染症の影響により、観光客入込客数、延

べ宿泊者数、観光消費額等が一定程度の落ち込みがあるものの、新しい滞在コンテンツの企画開発に

より新たなターゲット層の滞在型の旅が増えつつある。 

 

【観光資源：観光施設、商業施設、自然、文化、スポーツ、イベント等】 

・観光農園と収穫体験（町内５４農園） 

・天然温泉宿泊施設清流 

・アウトド広場まつたけ小屋梅松苑 

東海方面を中心にくだものの里まつかわと呼ばれる果樹栽培が盛んな町である。マスツーリズムか

らの転換を図りつつ、交流型滞在型の旅のカタチを創出していく必要がある。 
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【宿泊施設：域内分布、施設数、収容力、施設規模等】 

①町営温泉宿泊施設清流苑 

施設／客室３０室・１２０名様収容 

大浴場・天然温泉、露天風呂、宿泊者専用風呂、サウナ風呂 

宴会場（大・中・小）１１室・レストラン梨花（１２０名利用可） 

スナック、ゲームコーナー、土産コーナー 

②梅松苑（コテージ等） 

全４棟（貸別荘タイプ）１棟に５名様まで 

８畳２間／ダイニングキッチン／洗面所／風呂／トイレ／駐車場１台 

キャンプ場及びドームテント併設 

③ツリードーム南信州まつかわ 

２本の木に吊るしたドーム型のテント 

４室（吊下タイプ２室、据置タイプ２室）１室３～５名定 

各室にプライベートトイレ、専用食事スペース（ウッドデッキ） 

食事オプション、駐車場有り 

 

施設名 タイプ 主要ターゲッ

ト 

部屋数 

定員 

素泊まり価格

帯 

備考 

 

①町営温泉宿

泊施設清流苑 

温泉宿 60 代以上 30 部屋 

100 人 

9,000 円/一人  

② コテージ、キ

ャンプ 

30～40 代 

ファミリー、

グループ、キ

ャンプ 

5 コテージ 

25 人 

4 ドームテン

ト 

20 人 

キャンプ場 

3,000 円/一人  

③ツリードー

ム南信州まつ

かわ 

グランピング 30～40 代 

ファミリー、

カップル（夫

婦）、グループ 

4 部屋 

18 人 

50,000 円/1 部

屋 

 

 

観光宿泊施設は、全て町営であり３施設のみである。弊社がグランピング施設を運営開始している

が、宿の質量ともに不足している。 

 

【利便性：区域までの交通、域内交通】 

・松川町を含む南信州地域には、中央自動車道（マイカー）によるアクセスが中心となる。 

・リニア中央新幹線の開通した場合、３大都市圏からの１時間以内にアクセスすることが可能になり、

観光面での大きな好影響が期待されている。 

・また、三遠南信自動車道の開通により、静岡県とのアクセスが大きく改善し、三遠南信地域（演習

（浜松）、三河（豊橋）、南信州）の観光及び経済効果が大きく期待されているところである。 

・各方面からの所要時間は以下のとおり。 

①マイカー 

東京（八王子）から … 約２時間４０分 

名古屋から … 約１時間４０分 

大阪（吹田）から … 約３時間４０分 

②高速バス 

 新宿から … 約３時間４０分 

 名古屋から … 約２時間１５分 

 大阪から … 約４時間４０分 
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③ＪＲご利用 

 新宿から … 約４時間２０分（岡谷駅経由） 

名古屋から … 約５時間（豊橋駅経由） 

④飛行機：最近接する松本空港まで高速道路経由で１時間３０分、中部国際空港まで高速道路経由で

２時間３０分 

域内の交通手段は自動車である。（自家用車、レンタカー、タクシー等） 

 

【外国人観光客への対応】 

・多言語のＷＥＢサイト（dandan suki ni naru tabi Matsukawa(Matsukawa Tourism Website)） 

・マップ、案内看板、説明看板、展示物等の日英併記 

・インターネットからの旅行予約（事前決裁） 

・旅の案内所での英語対応 

 

 

 

３. 各種データ等の継続的な収集･分析 
 

収集するデータ 収集の目的 収集方法 

旅行消費額 来訪者の消費活動の動向を分析

し、地域経済効果を把握する。

併せて消費単価向上に繋げるた

め。 

観光地利用者統計調査を活用。 

延べ宿泊者数 宿泊者数の推移を把握するた

め。 

各施設からの報告数値を統計し

て活用。 

来訪者満足度 来訪者の満足（不満足）に繋が

っている要因を分析し、戦略立

案に繋げるため。 

アンケート調査（来訪者満足度

調査）を自主事業として実施。 

リピーター率 リピーター顧客の動向を把握

し、戦略立案に繋げるため。 

アンケート調査（来訪者満足度

調査）を自主事業として実施 

ＷＥＢサイトのアクセス状況 地域に対する顧客の関心度や施

策の効果等を把握するため。 

Google Analytics を活用して実

施。 

住民満足度 地域における観光客増加に対す

る意識を把握するため。 

アンケート調査を自主事業とし

て実施 

 

 

４. 戦略  

（１）地域における観光を取り巻く背景 
長野県松川町では、人口減少と高齢化の進行による地域全体での農業等の後継者不足や、空き家

や遊休農地の増加、中心市街地のにぎわいの衰退といった課題に直面している。 
こうした地域の課題に対し、観光を軸とした持続可能な地域づくりを展開するため、観光地域づ

くり法人を設立し、松川町の地域ブランドを活用した滞在交流プログラム販売や新しい宿泊事業の

展開等により、地域経済への波及効果や雇用創出、交流人口・関係人口の増加につなげ、地域の活

性化を目指している。 
 

 

（２）地域の強みと弱み 
 好影響 悪影響 
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内

部

環

境 

強み（Strengths） 

･自地域で積極的に活用できる強みは何か？ 

〇１００年の歴史を誇るくだものの里（４月～

１２月の間切れ目なく収穫体験を提供してい

る。） 

〇開業３０年目を迎える町営温泉宿泊施設清

流苑 

〇フォレストアドベンチャー松川やツリード

ーム南信州まつかわなどのアクティビティ 

〇自然、農（営み）、松川人という松川町なら

では地域ブランドを体感していただく滞在交

流プログラム 

弱み（Weaknesses） 

･自地域で改善を必要とする弱みは何か？ 

〇観光客の約９割は日帰り客のため、滞在時

間が短く、経済効果に結びつきにくい。 

〇「食事」、「土産・買い物」、「地域内の情報

提供」に関する満足度が低い。 

〇特に首都圏において、南信州エリアや松川

町の認知度、知名度が低い。 

 

外

部

環

境 

機会（Opportunity） 

･自地域にとって追い風となる要素は何か？ 

〇リニア開通、三遠南信自動車道の開通によ

る観光圏（市場）の拡大 

 

脅威（Threat） 

･自地域にとって逆風となる要素は何か？ 

〇近年の団体旅行から個人旅行へのシフト、イ

ンバウントの増加、宿泊施設に対するニーズの

変化、観光・旅行市場の変化への対応が求めら

れている。 

 
※上記に加え、ＰＥＳＴ分析等の他のマーケティング分析手法を用いて分析を行っている場合は、そ

の内容を記入（様式自由）。 

 

（３）ターゲット 
○第１ターゲット層  

日帰り圏（自家用車で 1時間半程度）である東海地域（愛知県ほか）の子育てファミリー層 

○選定の理由、○取組方針 

来訪者満足度調査結果（２０１８年度）から、当地域の強みである収穫体験来訪者の多くが宿泊に

つながらず、日帰りであることが確認された。 

また、「２０代～４０代が５割」「家族が５割そのうち子育て家族が３割」となっており、他地域と

比べ、「子育てファミリー層」の来訪が著しく多く、市場としても拡大傾向にある。 

より長い滞在と地域の人との交流機会を創出するため、「子育てファミリー層」に向けた新たな宿

泊施設の企画（グランピング型施設）や、既存宿泊施設のリブランディング（梅松苑のアウトドア化）

など実施し、併せて松川の地域資源（自然、農、人）を体験してもらうプログラムの開発（自然体験

型）と提供を行う。 

日帰り圏（自家用車で 1時間半程度）である東海地域（愛知県ほか）を第一ターゲットとする。ま

た東京・大阪間の中間（自家用車で 3 時間 45 分程度）に位置することから、魅力的な旅行商品の企

画により首都圏及び関西方面もターゲットエリアと位置付ける。 

来訪者満足度調査等を実施し、再来訪意向につながる要因を分析し、分析結果に基づいてターゲッ

ト層に向け、強力に訴求するコンテンツ磨き上げる。 

 

○第２ターゲット層 

日帰り圏（自家用車で 1時間半程度）である東海地域（愛知県ほか）の２０～４０代大人グループ 

○選定の理由、○取組方針 

来訪者満足度調査結果（２０１８年度）から、当地域の強みである収穫体験来訪者の多くが宿泊に

つながらず、日帰りであることが確認された。 

また、「２０代～４０代が５割」「家族が５割そのうち子育て家族が３割」となっており、他地域と

比べ、「２０～４０代層」の来訪が著しく多く、市場としても拡大傾向にある。 

より長い滞在と地域の人との交流機会を創出するため、「２０～４０代層」に向けた新たな宿泊施

設の企画（グランピング型）や、既存宿泊施設のリブランディング（梅松苑ドームテント）など実施
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し、併せて松川の地域資源（自然、農、人）を体験してもらうプログラムの開発（リトリートプラン）

と提供を行う。 

日帰り圏（自家用車で 1時間半程度）である東海地域（愛知県ほか）を第一ターゲットとする。ま

た東京・大阪間の中間（自家用車で 3 時間 45 分程度）に位置することから、魅力的な旅行商品の企

画により首都圏及び関西方面もターゲットエリアと位置付ける。 

来訪者満足度調査等を実施し、再来訪意向につながる要因を分析し、分析結果に基づいてターゲッ

ト層に向け、強力に訴求するコンテンツ磨き上げる。 

 

○第３ターゲット層 

 訪日外国人（台湾、香港、シンガポール等（東アジア及び東南アジア）のエリアを第一ターゲッ

ト） 

○選定の理由、○取組方針 

訪日外国人宿泊者数は、観光庁２０１８年推計で８，８５９万人（前年比１１．２％）となり過去

最多を更新しており、そのうち地方宿泊者１１．３％、長野県１３．５％となっており、市場として

も拡大傾向にある。 

現在、当地域を訪れる訪日外国人数は、極めて少ないという状況にあるが、２０２１年度より外国

人スタッフ（英語他多言語対応）を配置し、受入体制を整える。 

また、「訪日外国人」に向けた新たな宿泊施設の企画や、既存宿泊施設のリブランディングなど実施

し、併せて松川の地域資源（自然、農、人）をホンモノ体験してもらうプログラムの開発と提供を行

う。 

主に台湾等の東アジア（インバウンドの７割を占める）、シンガポール等の東南アジアなどのエリ

アを第一ターゲットと位置付ける。 

来訪者満足度調査等を実施し、再来訪意向につながる要因を分析し、分析結果に基づいてターゲッ

ト層に向け、強力に訴求するコンテンツ磨き上げる。 

 

 

（４）観光地域づくりのコンセプト 

①コンセプト 松川町の１００年後にも遺したい地域ブランド

（地域の宝）を体感できる滞在交流型観光 

 

松川町の１００年後にも遺したい地域ブランド

（地域の宝）を体感できる滞在交流型観光を推進

し、地域住民や地場産業等多様な関係者との連携

により地域経済の振興を図り、以って、持続可能

な地域づくりを目指します。 

 

※地域ブランド（地域の宝） 

【松川の自然環境の特徴】 

２つのアルプスに抱かれた豊かで多様な里山文化 

【松川の農的生活の特徴】 

五感で感じる季節。田舎の生きる知恵が生み出

す、小さな喜び 

【松川の人的資産】 

おいなんよ、かまっちゃうに。人好き文化の豊か

な暮らし 

 

②コンセプトの考え方 ○１００年先に残したいまつかわらしさとは 

まつかわには、赤石山脈と木曽山脈の 2 つのア

ルプスが生み出した地形と、人々が織りなす表情

豊かな暮らしの風景が広がります。 
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東に目をやれば、赤石山脈（南アルプス）に続く

懐深い山々に抱かれた里山に、集落が点在します。

人々は山に入り下草刈りや枝打ち、間伐など手入

れを行います。その見返りとして、炭や薪、山菜や

梅に桜の塩漬けなど、山の恵みを享受する暮らし

があります。山を下った天竜川沿いの平地では、

山からの水を活かした米づくりが行われ、豊かな

田園風景が広がります。 

町場では、地域を盛り上げる気概にあふれた

人々が活気あるコミュニティを形成し、まちに彩

りを添えています。商店を中心に、普段の買い物

はもちろんのこと賑やかなイベントやお祭りを通

して、町内外の多様な人々が出会うコミュニケー

ションの場が生まれています。また、神社仏閣を

中心に伝統的な行事が行われ、特に獅子舞は町内

複数の神社ごとに存在し、お囃子やおかめ踊り、

花踊りなどのユニークな芸能を伴って、数百年の

伝統を重ねています。 

西に目を向けると、木曽山脈（中央アルプス）か

ら流れる急流が作り出した段丘に果樹園地帯が広

がります。美味しさを求めてくだものや野菜づく

りに根気強く向き合う農家の人々。丹精込めて育

てたりんごや梨をはじめとするくだものや野菜

は、一番美味しい瞬間に自ら直接お客様に届ける。

そしてお客様の笑顔を受け取る。その笑顔のため

に試行錯誤を繰り返す、答えのないモノづくりが

ここにはあります。 

自然が作り上げた美しさと、人々が築き上げた

美しさの出会いから生まれたこれらの風景は、心

を奮い立たせる力を持っています。人々がたくま

しく日々働き続けることができるのは、この素敵

な環境のおかげでもあります。時代と共に移りゆ

く変化を受け入れながら、それぞれの場所で世代

を超えて受け継がれてきた暮らしの営みや知恵を

次の世代へとつないでいく。そんな日常がここに

はあります。 

これが、私たちまつかわ観光まちづくりセンタ

ーが地域の方々と一緒に１００年先にも残したい

まつかわらしさです。 

 

○当面の具現化スキーム 

①来訪者と地域住民とがつながる滞在交流プログ

ラムの創出 

・松川町ならではの自然環境、農的生活、人的資

産を素材にした「情緒的価値」（憧れ・誇りにつな

がるもの）を生み出す滞在交流プログラム（だん

だん好きになる旅プログラムを創出します。 

・滞在交流プログラムを通じて、リピーター人口

→関係人口（移住検討人口）→定住人口へと繋げ

ていきます。 



（別添）様式１ 

12 
 

 

 

５. 関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整･仕組み作り、 

プロモーション  
 

項目 概要 

戦略の多様な関係者と

の共有 

※頻度が分かるよう記

入すること。 

松川町、商工会（商工業）、ＪＡ（農業生産）、信州松川くだもの観光

協会（観光農業）、観光宿泊施設、６次産業関係（食品加工、シードル

醸造等）、料飲組合（飲食店）、体験プログラムガイド等による理事会を

開催し、戦略の共有を図っている。（２か月１回程度） 

 

ＤＭＯを中心として、地域の関連事業者を集めてコミュニーションの

場を定期的に設けている。（行政関係連絡会議：月１回、観光宿泊施設

連絡会議：年２回程度、料飲組合連絡会議：年２回程度） 

 

観光宿泊施設に対して、コンサルティング等（マーケティング）を実

施している（２０１９年度～/３０回以上会議実施）。 

活動の意義・内容・成果、ＫＰＩの達成状況や取組による地域経済・

社会の変化の分析結果等を記載した事業報告書を作成し、地域の関係者

に説明を行っている。（年１回） 

 

観光客に提供するサー

ビスについて、維持･

向上・評価する仕組み

や体制の構築 

・アンケート調査（来訪者満足度調査）結果を開示し、マーケティングに

関する連絡会議を開催している。（年２回程度） 

・観光関係者及び地域住民が、一人称で滞在交流プログラムを企画造成す

るためのワーキンググループ（ガイドセミナー）を開催（年５回程度）。 

・新型コロナウイルス感染症対策として、町独自の感染症対策ガイドライ

ンを構築している。 

 

観光客に対する地域一

体となった戦略に基づ

く一元的な情報発信･

プロモーション 

・広報プロモーションツール（ウェブサイト（日・英・中・西）の構築、

地域ブランド発信用パンフレット制作（ダイジェスト版制作（日：大量配

布用、英：営業ツール用））を整備し、情報発信及びプロモーションの一

元化を図っている。 

・ＳＮＳなどを活用したＳＥＯ対策に取り組む広報マーケティングワー

キンググループを設置している。（月１回会議） 

・観光関連事業者における情報発信を推進するための各種アプリ等の活

用セミナー（年１～２回）及び個別相談（年３件程度）を実施している。 

 

※各取組について、出来る限り具体的に記入すること。 

 

６. ＫＰＩ（実績・目標） 

※戦略や個別の取組を定期的に確認・改善するため、少なくとも今後３年間における明確な数値目標を

記入すること。 

※既に指標となりうる数値目標を設定している場合には、最大で過去３年間の実績も記入すること。 

（１）必須ＫＰＩ 

指標項目  
2019 

（Ｒ１）

年度 

2020 

（Ｒ２） 

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 
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※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

 

目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

【検討の経緯】 

・継続的かつ具体的な数値把握を行うため、「観光地利用者統計調査」［●旅行消費額●延べ宿泊者

数］及び自主事業による「来訪者満足度調査」（別紙）［●来訪者満足度（大変満足の割合）●リピ

ーター率（大変そう思うの割合）］の数値を活用することとした。 

 

【設定にあたっての考え方】 

●旅行消費額 

・新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ数値に補正し、毎年度５０百万円の増を任意

で目標として設定し、１０万人単位で四捨五入することとした。 

 

●延べ宿泊者数 

・新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ数値に補正し、ツリードーム南信州まつかわ

ほか、新たな宿泊施設の増、及び既存宿泊施設のリブランディングにより、毎年度１千人の増を目

標とする。 

 

●来訪者満足度 

・「大変満足」の割合は、２０１８年度において３２.２％であり、長野県県全体（１８．６％）の

概ね２倍近い高い数値となっている。そのため、来訪者数の増を図る中、来訪者満足度については

現状維持を当面の目標としたい。 

 

●リピーター率 

・「大変そう思う」の割合は、２０１８年度において、３５．０％であり、長野県県全体（２３．

４％）を大きく上回る。そのため、来訪者数の増を図る中、リピーター率については現状維持を当

面の目標としたい。 

 

 

（２）その他の目標 

●旅行消費額 

（百万円） 

目

標 

６２４ ６３７ ６４９ ３００ ３５０ ４００ 

（１） （１） （１） （１） （１） （１） 

実

績 

５５９ ２５１ １７３    

（１） （１） （１） （ ） （ ） （ ） 

●延べ宿泊者数 

（千人） 

目

標 

１９ １９ ２０ １５ １６ １７ 

（１） （１） （１） （１） （１） （１） 

実

績 

２０ １０ １３    

（３） （１） （１） （ ） （ ） （ ） 

●来訪者満足度 

（％） 

目

標 

３３ ３３ ３３ ３３ ３３ ３３ 

（３３） （３３） （３３） （３３） （３３） （３３） 

実

績 

４４ ５１ ６３    

（－） （－） （－） （ ） （ ） （ ） 

●リピーター率 

（％） 

目

標 

３５ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５ 

（３５） （３５） （３５） （３５） （３５） （３５） 

実

績 

３８ ４１ ５０    

（－） （－） （－） （ ） （ ） （ ） 

指標項目  
2019 2020 

（Ｒ２） 

2021 

（Ｒ３） 

2022 

（Ｒ４） 

2023 

（Ｒ５） 

2024 

（Ｒ６） 
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※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

※各指標項目の単位を記入すること。 
 

指標項目及び目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 
【検討の経緯】 

旅前の事前情報及び旅中での情報収集では、インターネットが最上位となっていることから、松川

町観光サイトへの訪問数（ページビュー）を活用することとした。 

 

【設定にあたっての考え方】 

●ＷＥＢサイトアクセス数 

現状値を基準とし、毎年度１０％の増を図ることを目標とした。 

 

７. 活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し  

※少なくとも今後３年間について、計画年度毎に（１）収入、（２）支出を記入すること。 

※現に活動している法人にあっては、過去３年間の実績も記入すること。 

（１）収入 

年（年度） 総収入（円） 内訳 
2019（Ｒ１） 

年度 
（円） 

95,711,938 

（円） 

【会費】                 601,000 

【町補助金／入湯税補助金】        7,536,675 

【事業収入】              4,416,685 

【民間委託料収入】            593,962 

【町委託料収入／宿泊業】        4,916,790 

【町委託料収入／特産品企画販売】    10,392,057 

【町委託料収入／観光地域づくり】     7,400,000 

【町委託料収入／補助事業分】      52,800,000 

【町委託料収入／地域おこし等分】     7,000,000 

【雑収入】                 54,769 

 
2020（Ｒ２）年

度 
（円） 

117,112,239 

（円） 

【会費】                 611,000 

【町補助金／入湯税補助金】        7,392,575 

（Ｒ１）

年度 

年度 年度 年度 年度 年度 

●ＷＥＢサイト

アクセス数 

（百ＰＶ） 

目

標 

１２０ １５０  ２８０  ３４９  ３８４  ４２２  

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

１４６ ２８３ ３１７    

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

●住民満足度 

（％） 

目

標 

                  

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

  ６３    

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 
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【事業収入】               448,000 

【民間委託料収入】           1,166,244 

【町委託料収入／宿泊業】         1,980,000 

【町委託料収入／特産品企画販売】    13,660,317 

【町委託料収入／補助事業分】      27,489,000 

【国庫補助金収入】           3,323,450 

【県補助金収入】             500,000 

【町補助金収入／観光地域づくり】     8,000,000 

【町補助金収入／補助事業分】      21,734,818 

【町補助金収入／地域おこし等分】    30,666,000 

【雑収入】                140,835 

 
2021（Ｒ３）年

度 
（円） 

127,175,006 

（円） 

【会費】                 585,000 

【町補助金／入湯税補助金】        3,715,650 

【事業収入】              4,475,795 

【民間委託料収入】            973,509 

【町委託料収入／宿泊業】        8,712,450 

【町委託料収入／特産品企画販売】    19,804,455 

【町委託料収入／観光地域づくり】     327,888 

【町委託料収入／補助事業分】      34,960,000 

【国庫補助金収入】           3,682,899 

  ※令和３年度農山漁村振興交付金（農林水産省補助金） 

【町補助金収入／観光地域づくり】     8,000,000 

【町補助金収入／補助事業分】      14,000,000 

【町補助金収入／地域おこし等分】    27,790,000 

【雑収入】                147,360 

 
2022（Ｒ４）年

度 
（円） 

96,841,900  

 

（円） 

【会費】                 660,000 

【町補助金／入湯税補助金】        5,250,000 

【事業収入】              5,565,000 

【民間委託料収入】            300,000 

【町委託料収入／宿泊業】        8,000,000 

【町委託料収入／特産品企画販売】    19,116,900 

【町委託料収入／補助事業分】      18,800,000 

【町補助金収入／観光地域づくり】     8,000,000 

【町補助金収入／地域おこし等分】    31,150,000 

 
2023（Ｒ５）年

度 
（円） 

111,660,000  

 

（円） 

【会費】                 660,000 

【町補助金／入湯税補助金】        6,000,000 

【事業収入】              10,000,000 

【民間委託料収入】           1,000,000 

【町委託料収入／宿泊業】        12,000,000 

【町委託料収入／特産品企画販売】    27,000,000 

【町委託料収入／補助事業分】      10,000,000 

【町補助金収入／観光地域づくり】    20,000,000 
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【町補助金収入／地域おこし等分】    25,000,000 

 
2024（Ｒ６）年

度 

（円） 

114,660,000  

 

（円） 

【会費】                 660,000 

【町補助金／入湯税補助金】        6,000,000 

【事業収入】              10,000,000 

【民間委託料収入】           1,000,000 

【町委託料収入／宿泊業】        14,000,000 

【町委託料収入／特産品企画販売】    30,000,000 

【町委託料収入／補助事業分】      10,000,000 

【町補助金収入／観光地域づくり】    20,000,000 

【町補助金収入／地域おこし等分】    23,000,000 

 
 
（２）支出 

年（年度） 総支出 内訳 
2019（Ｒ１） 

年度 

 

（円） 

92,968,308  

 

（円） 

【一般管理費】              5,716,151 

【観光ワンストップ窓口】        7,212,219 

【広報・マーケティング】        39,291,767 

【特産品企画販売】           3,434,261 

【観光地域づくり事業】         10,938,397 

【滞在交流プログラム企画販売】      4,501,263 

【宿泊業】               11,051,131 

【その他事業】             10,752,119 

【法人税等】                71,000 

 
2020（Ｒ２）年

度 

 

（円） 

111,328,076  

 

（円） 

【一般管理費】              8,657,800 

【観光ワンストップ窓口】        7,661,085 

【広報・マーケティング】        17,437,987 

【特産品企画販売】            5,087,448 

【観光地域づくり事業】         26,717,508 

【滞在交流プログラム企画販売】     26,214,957 

【宿泊業】                9,060,071 

【その他事業】             10,231,220 

【法人税等】               260,000 

 
2021（Ｒ３）年

度 

 

（円） 

121,543,277  

 

（円） 

【一般管理費】              8,767,245 

【観光ワンストップ窓口】        11,175,199 

【広報・マーケティング】        13,941,977 

【特産品企画販売】           10,176,960 

【観光地域づくり事業】         31,558,205 

【滞在交流プログラム企画販売】     24,082,015 

【宿泊業】                9,768,895 

【その他事業】             11,492,681 

【法人税等】               580,100 
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2022（Ｒ４）年

度 

 

（円） 

94,808,250  

 

（円） 

【一般管理費】              9,028,266 

【観光ワンストップ窓口】        10,210,840 

【広報・マーケティング】        14,498,426 

【特産品企画販売】           13,062,860 

【観光地域づくり事業】         14,068,742 

【滞在交流プログラム企画販売】     22,039,818 

【宿泊業】                9,398,598 

【その他事業】               500,700 

【法人税等】              2,000,000 

 
2023（Ｒ５）年

度 

 

（円） 

111,000,000  

 

（円） 

【一般管理費】             12,000,000 

【観光ワンストップ窓口】        12,000,000 

【広報・マーケティング】        15,000,000 

【特産品企画販売】           15,000,000 

【観光地域づくり事業】         22,000,000 

【滞在交流プログラム企画販売】     22,000,000 

【宿泊業】               11,000,000 

【その他事業】              1,000,000 

【法人税等】              1,000,000 

 
2024（Ｒ６）年

度 

 

（円） 

114,000,000  

 

（円） 

【一般管理費】             12,000,000 

【観光ワンストップ窓口】        12,000,000 

【広報・マーケティング】        15,000,000 

【特産品企画販売】           17,000,000 

【観光地域づくり事業】         22,000,000 

【滞在交流プログラム企画販売】     22,000,000 

【宿泊業】               13,000,000 

【その他事業】              1,000,000 

【法人税等】              1,000,000 

 
 
（３）自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保の取組･方針 

観光地域づくり法人の主な財源は、「旅事業収入（宿泊業、滞在交流プログラム販売、地域限定旅

行業）」「特産品企画販売手数料（ふるさと納税返礼品）」の自主事業収入と「松川町からの観光地域

づくり等業務委託料」の業務委託料収入に加え、松川町からの補助金となっている。 

 持続可能な運営資金の確保と主体性を持った経営力の確保のためには、事業収入の割合特に自主

事業収入の割合を増やすことが必要不可欠である。（令和５年度自主事業収入額５，０００万円をめ

ざす。） 

また、観光地域づくり事業を持続的に展開するためにも、入湯税や地方交付税等の財源を活用し

た町補助金等による適切な支援策も必要となる。 

軸となる自主事業は、立上期から拡大期へと移行しつつあり、安定した収入源確保となりつつあ

るものの、引き続き事業拡大と収入の増を図りたい。 

具体的には、以下の事業に取り組み強い経営組織を目指す。 

①松川町の入湯税（財源）を活用したＤＭＯ支援のための補助金（入湯税の１/２） 

②新たなターゲットに向けた自然体験宿泊施設の運営（ツリードーム南信州まつかわ） 

③観光ワンストップ窓口における販売手数料（地域限定旅行業） 

④着地型旅行商品の造成･販売（滞在交流プログラム） 
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⑤特産品企画販売（ふるさと納税返礼品事業）による手数料収入 

⑥観光まちづくりに関する松川町からの業務委託料収入 

 
 
８. 観光地域づくり法人形成･確立に対する関係都道府県･市町村の意見 

 

長野県松川町では、人口減少と高齢化が進んでおり、この課題解決のために観光を手段とした地域

づくりを行うための組織として、平成３０年４月に、一般社団法人南信州まつかわ観光まちづくり

センターを設立しました。 

 設立から５期目を迎え、組織体制が確立される中、軸となる事業展開が図られつつありますが、

未だ課題解決には道半ばであり、引き続き観光地域づくり法人を軸とした地方創生に取り組んでい

く必要があります。 

長野県松川町は、一般社団法人南信州まつかわ観光まちづくりセンターを当町における観光地域

づくり法人（地域ＤＭＯ）として認めるとともに、当該団体と連携を図り、地域の活性化に取り組

みます。 

 

 

９．マーケティング･マネジメント対象区域が他の地域連携ＤＭＯ（県単位以外）

や地域ＤＭＯと重複する場合の役割分担について（※重複しない場合は記載不

要） 
 

・当地域の地域連携ＤＭＯ（区域が重複する）である株式会社南信州観光公社とは、年に１回定期

的な連絡会議を実施している。 

・地域連携ＤＭＯ（株式会社南信州観光公社）の正会員となり、観光地域づくり事業全体（モニタ

ーツアー企画造成、インバウンド担当者連絡会議、体験プログラムガイド研修等）に関し、協力及

び参画している。 

・地域連携ＤＭＯ（株式会社南信州観光公社）は、南信州広域連合（南信州１４市町村）が設置主

体であり、松川町が構成自治体であることから、行政を通じた観光地域づくり政策の方向性は、意

思疎通が図られている。 

 

 

１０. 記入担当者連絡先 

 

担当者氏名 片桐雅彦 

担当部署名（役職） 専務理事（兼事務局長） 

郵便番号 〒３９９ー３３０４ 

所在地 長野県松川町大島２０６５―１ 

電話番号（直通） ０２６５３６７１５５ 

ＦＡＸ番号 ０２６５３６６３１４ 

Ｅ－ｍａｉｌ katagiri@matsukan.net 
 

１１. 関係する都道府県･市町村担当者連絡先 
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都道府県･市町村名 長野県 

担当者氏名 加藤和之 

担当部署名（役職） 南信州地域振興局商工観光課振興係 

郵便番号 〒３９５―００３４ 

所在地 長野県飯田市追手町２―６７８ 

電話番号（直通） ０２６５５３０４３１（直通） 

ＦＡＸ番号 ０２６５５３０４７６ 

Ｅ－ｍａｉｌ minamichi-shokan@pref.nagano.lg.jp 
 

都道府県･市町村名 松川町 

担当者氏名 西浦素之 

担当部署名（役職） 産業観光課観光振興係長 

郵便番号 〒３９９―３３０３ 

所在地 長野県下伊那郡松川町元大島３８２３ 

電話番号（直通） ０２６５３６７０２７（直通） 

ＦＡＸ番号 ０２６５３５５０９１ 

Ｅ－ｍａｉｌ nishiura@town.matsukawa.lg.jp 
 



項目
2019
（R1）
年度

2020
（R2）
年度

2021
（R3）
年度

2022
（R4）
年度

2023
（R5）
年度

2024
（R6）
年度

旅行
消費額

(百万円)

目標
６２４ ６３７ ６４９ ３００ ３５０ ４００

（１） （１） （１） （１） （１） （１）

実績
５５９ ２５１ １７３

(１) (１ ) (１) (  ) (  ) (  )

延べ宿泊
者数

(千人)

目標
１９ １９ ２０ １５ １６ １７

( １) (１) (１) (１) (１) (１)

実績
２０ １０ １３

(３) (１) (１) (  ) (  ) (  )

来訪者
満足度

(％)

目標
３３ ３３ ３３ ３３ ３３ ３３

( ３３) (３３) (３３) (３３) (３３) (３３)

実績
４４ ５１ ６３

(－) (－) (－) (  ) (  ) (  )

リピーター
率

(％)

目標
３５ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５

(３５) (３５) (３５) (３５) (３５) (３５)

実績
３８ ４１ ５０

(－) (－) (－) (  ) (  ) (  )

法人名：一般社団法人南信州まつかわ観光まちづくりセンター

【区域】 長野県下伊那郡松川町
【設立日】 ２０１８年４月２日
【登録日】 ２０１９年８月７日
【代表者】 代表理事 北沢公彦

業務執行理事 片桐雅彦
【マーケティング責任者（CMO）】 柳原猛
【財務責任者（CFO）】 片桐雅彦
【職員数】 １３人
（常勤１３人（正職員１０人、パート職員３人）
【連携する主な事業者】

松川町商工会、みなみ信州農業協同組合、信州
松川くだもの観光協会、松川町料飲組合、清流苑、
馬松苑

合意形成の仕組み

登録区分名：地域ＤＭＯ

※（）内は訪日外国人旅行者に関する数値

法人のこれまでの活動実績

戦略

実施体制

観光関連事業者と戦略との整合性に
関する調整・仕組み作り、プロモーション

活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し

マーケティング・マネジメントする区域

ＫＰＩ（実績･目標）

記入日： 令和４年８月３１日
（松川町の１００年後にも遺したい地域ブランド （地域の宝）
を体感できる滞在交流型観光）

連携する事業者
によるテーマ別の

協議等

多様な地域の関
係者による協議、

合意形成等

役員による意思
決定、合意形成 理事会（三役会）

観光まちづくり連絡

会議

宿泊部会 飲食部会 広報部会

【主な観光資源】
観光農業、温泉宿泊施設、滞在交流プログラムほか

【該当する登録要件】 ①
【概要】

理事会は、商工会（商工業）、ＪＡ（農業生産）、
信州松川くだもの観光協会（観光農業）、観光
宿泊施設、６次産業関係（食品加工、シードル
醸造等）、料飲組合（飲食店）、体験プログラ
ムガイドの観光関連事業者及び行政で構成

【情報発信・プロモーション】
・広報プロモーションツール一元化
・WEBサイト、多言語対応、コンセプトブック
・来訪者満足度調査

・特産品企画販売（ふるさと納税返礼品）を活
用したプロモーション
【観光資源の磨き上げ】

・地域ブランドを体感できる宿泊施設（ツリー
ドーム南信州まつかわ等）の企画造成

・滞在交流プログラムの企画販売（だんだん
好きになる旅プログラム、まつかわリトリート）
【受入環境の整備】
・観光ワンストップ窓口の構築
・まつかわ旅の案内所の開設
・ウィズコロナ、ポストコロナに対応した対策

【主なターゲット】
子育てファミリー

【ターゲットの誘客に向けた取組方針】

当地域の強みである収穫体験来訪者の多く
が宿泊につながらず、日帰りであることが確
認された。「２０代～４０代が５割」「家族が５割
そのうち子育て家族が３割」となっており、他
地域と比べ、「子育てファミリー層」の来訪が
著しく多く、市場としても拡大傾向にある。

より長い滞在と地域の人との交流機会を創
出するため、新たな宿泊施設の企画や、併せ
て松川の地域資源（自然、農、人）を体験して
もらうプログラムの開発と提供を行う。ター
ゲット層に向け、強力に訴求するコンテンツ磨
き上げる。

観光関連事業者との観光まちづくり連絡会
議を分野別に開催し、情報共有、課題分析、
戦略検討、事業実施のサイクルにより、推進
する。

【主な収入】 収益事業（宿泊業、滞在交流プログラム）約１４百万円、
特産品企画販売約２０百万円）、町業務委託約３５百万円（R３年度）

【総支出】 １２２百万円（一般管理費９百万円、事業費１２０百万円）
※R３年度第４期決算
【自律的・継続的な活動に向けた運営資金確保の取組・方針】

新たなコンテンツ（ガストロノミーツーリズム、学びの旅等）の企画開発
により自主事業売上の向上と地域経済効果のシナジーを目指す。


